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砺波市農業農村基本計画概要 目標:2027 年度

1 チューリップ、花きの生産振興

○球根や切花の新たな販路開拓

○ネット栽培体系の確立

2 たまねぎの生産拡大
○複合化品目として生産拡大を推進

3 野菜の推進
○高収益作物の推進

4 果樹の推進
○ゆず、りんご、ふく福柿等の販路拡大

5 畜産経営基盤の強化
○畜産物の品質と安全性の向上

1 優良な農業生産基盤の確保

○水利施設整備、農地整備事業の促進

○多面的機能支払の推進

2 災害に強い農業生産基盤の確保

○災害に強い農村社会の形成

3 中山間地域の活性化

○中山間地域等直接支払の推進

○新規就農や農産物の加工、販売等の支援

4 都市と農村の交流の推進

○農業・農村の生活体験や伝統文化体験の支援

1 次世代につなぐ担い手の確保

○新規就農者の育成確保

○集落営農組織の協業化・法人化の推進

2 担い手への農地の集積

○人・農地プランの推進

○担い手への農地の集積・集約化

3 経営の効率化

○ＩＣＴ農業を推進

4 農村振興の拠点づくり

○コミニティービジネスの推進

1 地産地消・食育の推進

○市民総ぐるみでの地場産食材の利用拡大

2 ｢となみ米｣のＰＲと販路拡大

○｢安全・安心な米｣を基本としたＰＲ活動

3 ６次産業化の推進

○新たな農産物加工品の開発

○６次産業化の取組支援

4 農商工連携の取組の推進

○地場農産物を活用した商品開発の促進

5 ＧＡＰ、ＧＩの推進

○人材育成や産地の体制づくりを支援

３ 地産地消・販路

拡大の推進

１ 花き・球根、園

芸、畜産の推進

１ 生産基盤の保

全・整備

２ 担い手・経営体

制の強化

基本施策 主な取組内容基本方針
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２ 水稲・大麦・大

豆、種子の生産と品

質向上

1 需要に応じた米づくりの展開
○高品質で良食味な米づくり

○売れる｢となみ米｣の生産

2 水田フル活用等による大麦・大豆等の生産振興

○水田フル活用による砺波型複合経営の確立

3 高品質で安定した種子生産の推進

○全国一の種もみ産地の地位確保

4 土づくりの推進

○地力低下を防ぐ地力増進作物等の取組み

○堆肥による土づくりの推進

□生産者の高齢化や後継者

の育成

□実需者ニーズを的確に捉

えた販売の実践

□機械化による作業の省力

化・効率化

現状と課題

□産地間競争の激化、米価の

低下

□人口減少、食生活の多様化

よる主食用米の減少

□栽培技術の向上、高品質な

売れる麦作り

□高品質な大豆の生産強化

□農業者の所得や食料自給

率の向上

□種子生産地（水稲・大麦・

大豆）としての地位確保

□消費者の多様なニーズに対

応が求められる『地産地消』

□食の信頼性の確保、環境へ

の配慮や労働の安全確保

□農商工連携の取り組みによ

る新たな商品開発や販路開

拓への期待

□局地的豪雨増加による溢水

被害

□中山間地域の地域活力の低

下や耕作放棄地の増加

□若者による農業離れや農業

従事者の高齢化

□新たな担い手の発掘、集落営

農組織の統合・再編

活
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基本目標

新規生産者の育成、フェアや都内百貨店でのイベントを通し

た魅力発信事業の展開、球根や切花等生産量の拡大 等

安定した生産と品質向上、栽培技術の平準化 等

大麦・たまねぎ跡を活用したにんじん、ブロッコリー等の高収

益作物の推進、水稲育苗ハウスの活用 等

加工・直売による販路の拡大 等

飼養管理・衛生管理の改善 等

米の品質向上対策の徹底、土づくり運動の実践、業務用米や

輸出米に向けた取組みの推進

大麦・大豆、たまねぎ跡等の二毛作の作付拡大の推進 等

収量の安定化と高品質な種子生産の推進 等

継続的な地力増進作物の取組、消費者に「安全・安心」な農

産物の提供に努める土づくりの推進

学校給食の地場産食材を活用した使用率の向上、食育の推進

実需者、消費者との結びつき強化、販売体制の確立 等

がんばる女性起業者の支援 等

農業者と商工業者との情報交換、実需者と生産者とのマッチン

グによる生産出荷体制の構築 等

GAP(生産工程管理)やとやま GAP等への取組を支援

施設の長寿命化、環境保全型農業の推進、地域コミュニティの

醸成 等

排水路や洪水調整地等の整備

荒廃農地の発生防止につながる取組支援、地域ｺﾐｭﾆﾃｨｰの強化

イノシシ対策としてエゴマの試験栽培への支援 等

定住の機会創出につなげる「とやま帰農塾」等への支援

集落営農組織の育成、経営の法人化、複合化、農業者の育成、

就農への魅力発信、新たな認定農業者の育成 等

農地中間管理事業を活用し、地域の中心となる経営体への農地

集積・集約の促進 等

生産性の向上、自動化による省力化の推進 等

地域資源を活用した取組への支援 等

主な参考指標

第 2次砺波市総合計画

などの指標(H27～H33)

◎チューリップ

球根の出荷量

618 万球／年

↓

700 万球／年

◎たまねぎ出荷量

1,992t／年

↓

10,000t／年

◎学校給食における

地場産野菜使用率

27.6%

↓

34.0%

◎６次産業化取組

経営体数

2 経営体

↓

5 経営体

◎環境保全型農業

の取組面積

43.3ha

↓

85.0ha

◎エコファーマー

の人数

134 人

↓

155 人

◎協業-法人経営体

58 経営体

↓

64 経営体

◎新規就農者数

7 人／年

↓

12 人／年

推進施策

◎多面的機能支払

交付金の取組

103 集落

↓

全体集落 9割

◎担い手シェア率

70.5%

↓

90.0%


